
：；■－■ ���恕・二・＿、＿－＿隕＿ ������ � �卓二－ �� 

碗 �畠・幸 � ��� � � � � 

∴■：彿 � � � � �� � � ������� ����� 

野澤 

妻章一襲 ��������� � � 
－7二壷 �葡 ��謹呈 � �整 �望琵 �殴 � � � �� �挙葦 �斡† � �∴＝＿転i � � �� � �駆 

lf一・・一／ヽ 20J3年‾‾■ ��� �� �������� ����� � ��� � ���� 

8「 8 �月一二六えロー発行 一一82阜「9‾．5■2 ⊥843二÷928 ���� ��琴 �華 宅 � �� � � � �� ��� ����� ○＿8 08 ����������� ��� ��� � ��� �■ 

政府要吉胃を：する党四匡rブロック要請団。発言しているの
衆院第1議員会館

手摺の無料凍循・餌凋瀞鮎抽礪

匪銅2Z日射三㌢占感ル　炉甥甲草野轡で
潜密申新藤
フ肌姉飛価珂匪醸帝偏断生壁膚愈軒

′＝？線師⊥7クラゲ、‘）

〃勿盈

低
空
訓
練
中
止
を

仁
比
・
参
院
四
国
候
補
が
政
府
交
渉

日
本
共
産
党
の
仁
比
そ

う
へ
い
参
院
比
例
候
補
と

植
木
ま
さ
か
つ
（
愛
媛
）
、

上
村
き
ょ
う
子
（
徳
島
）
へ

た
な
べ
健
一
（
香
川
）
、
浜

川
ゆ
り
こ
（
高
知
）
の
4

人
の
参
院
選
挙
区
候
補
ら

は
2
5
日
、
外
務
、
防
衛
、

国
土
交
通
、
経
済
産
業
省

レ
イ
を
含
む
米
軍
機
の
低

空
飛
行
訓
練
の
中
止
や

「
南
海
地
震
対
策
特
別
措

置
法
」
の
制
定
、
伊
方
原

発
（
愛
媛
県
）
・
再
稼
働
の

断
念
な
ど
を
求
め
ま
し

た。
四
国
は
米
軍
機
の
低
空

飛
行
訓
練
ル
ー
ト
（
オ
レ

ン
ジ
ル
ー
ト
）
が
設
定
さ

れ
て
い
ま
す
。は
、
住
宅
地
上

米
合
意
が
守
ら
れ
て
い
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「
合
意
を
順
守
し
て
い
く

と
米
国
と
し
て
も
述
べ
て
．

い
る
」
（
外
務
省
）
と
答
え

ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
仁
比

候
補
は
「
順
守
し
て
い
る

と
い
う
が
、
（
政
府
は
）
確

認
し
て
い
な
い
。
ア
メ
リ

．
カ
い
い
な
り
だ
」
と
厳
し

く
批
判
。
各
候
補
は
「
勝

手
気
ま
ま
に
飛
ぶ
こ
と
に

批
判
が
強
い
。
主
権
国
家

な
の
か
」
（
植
木
氏
）
、
「
国

民
の
安
心
・
安
全
を
守
る

の
が
仕
事
で
は
な
い
の

か
」
（
上
村
氏
）
な
ど
県
民

の
怒
り
を
代
弁
し
、
訓
練

の
中
止
を
迫
り
ま
し
た
。

こ
の
な
か
で
国
交
省
は

米
軍
機
の
飛
行
プ
ラ
ン
は

・
「
お
お
む
ね
1
～
2
時
間

前
」
に
米
軍
か
ら
通
知
が

あ
る
と
艶
明
し
ま
し
た
。

候
補
者
ら
は
、
省
庁
間
で

鹿
報
を
共
有
ん
関
係
自
治

体
に
知
ら
せ
る
よ
う
強
く

求
め
ま
し
た
が
、
国
交
省

担
当
者
は
「
日
米
に
関
係

す
る
事
項
で
国
交
省
の
一

存
で
明
ら
か
に
す
る
こ
と

は
差
し
控
え
る
」
と
し
ま

した。

、
読
解
南
方
ハ
戎
ツ
に
は
高
潮
喚

Ⅳ
写
払
た
ち
も
参
卯
－
て
号
音
し
た
．

椚

旨

臣

　

、

膠
府
黎
準
急
警
姦

虜
か
ら
易
卯
層
甘

一
癖
務
各
停
笹
紆
い

審
牽
き
J
♂
4
日
匡
雪
と
立
介
が
仰

イ
q
艶
に
甘
フ
桑
野
♂
鬱
モ
ー
て
壱

し
筏
傍
線
者
や
号
か
も
た
ら
慶
〃
ヒ

腰
の
多
い
乞
解
り
も
ど
し
て
繰
上
じ
倉
で
の
れ

俊
顔
の
妾
室
芹
解
り
鹿
ん
で

迅
野
冒
、
h

賓
軍
容
像
ゼ
、
ノ
タ
ふ
君
の
毒
費
に
ハ

相
打
学
研
二
ク
〓
鉢
徹
虚
聞
の
止
寺
フ
‥
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